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圃場 内のサ トウキ ビ収 量 ば らつ きの 予測 モデ ル

琉 球大 学農 学部　 ○鹿 内健 志,上 野 正実

〔キー ワー ド〕 成 長モ デル,光 合 成,精 密 農業,葉 面積指 数

目的

本モ デル はサ トウキ ビ栽培 農家 が 圃場 内 の作物 生育 状況 か ら将来 の収 量を予 測 し,
これ に基づ き栽培 管 理 を行 う際 の意 思決 定 を支援 す る システム の一部 と して提案 す

る もの で あ る。 サ トウキ ビ収 量 に及 ぼす 影 響 を葉 面積 指 数(LAI)を 入力 デー タ と

し,光 合 成 量か ら乾物 の生産 ・分 配 を も とめ収 量の予 測 を行 うこ とを 目標 とす る。

LAIは リモ ー トセ ンシ ン グ(人 工衛 星,航 空写 真 な ど)を 用いNDVI等 の指 標か ら情

報 を取得 す る(図1)。

モ デル

モデ ルはDavid A.ら に よ る成 長モ デル を適 用す る。 光合成 速度 が 次式 で与 え られ

る とす る。

(1)

I:葉 面 到達 日射 量

P:光 合 成 量

Pm:光 合 成飽 和 量
t:時 間

ρ:光 合 成効 率
RD:呼 吸 量

光 合成 は植物 葉 面 に到達 す る 日射 量 に影 響 を受 けるが,こ こで群 落 に よ り光が遮 断

された ときの 日射 量 がLAIに よ り次 式で表 現 で きる とす る。

(2)

(2)を(1)に 代 入 し,次 式 を 得 る 。

(3)

(3)をLAIで 積 分す る と単位 土 地面 積 あた りの光 合成 速度 が求 ま る。

(4)

植 物の 呼吸 量 には光 合成 速度 に比 例す る部分 と植物 の 重量 に比例 す る部分 の和 に分

け られ る こ とが 知 られて い るの で次 式 を導入す る。

(5)

(5)を(4)に 代 入 し,

(6)

を 得 る 。
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光合成 に よる生産 物は植 物体 各部 へ の分配 を 考慮 し以 下の よ うに表現 でき る とす

る。

(7)

また根 の乾物重 量お よび葉 の 乾物 重量 は次 式で 表 され る と仮 定す る。

(8)

(9)

(8)(9)を(7)に 代 入 し,茎 の 乾 物 重 量 に つ い て 求 め る と 以 下 の 式 に な る 。

(10)

本 モデル で は茎の 乾物重 量 をサ トウキ ビ収 量 とす る。

LAIと 時 間 の関係 が わかれ ば(6)(10)を 用 いて,サ トウキ ビ収 量 が求 め られ

る。LAIは 下記 の式 で表 され る と仮 定す る。

(11)

(6)(11)の 微 分 方 程 式 は 差 分 形 に 書 き 換 え 数 値 解 析 に よ り 計 算 を 行 う。

文 献 等 を 参 照 し 計 算 に 必 要 な 定 数 を 決 定 し た 。計 算 結 果 は1987年 農 林 水 産 省 グ リ
ー ン エ ナ ジ ー 計 画 の 実 験 デ ー タ と 比 較 し モ デ ル の 検 証 を 行 な っ た(図2)。
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図1　 リモー トセ ンシ ングに よる

農家 意思 決定 支援 シス テム

図2　 計算結 果(茎 の 乾物重 量)
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